
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

重
要

文
化
財
指
定
図
書

展

日

時

昭
和
五
十
九
年
十

一
月
五
日
㈲

～
九
日
團

午
前
十
時
～
午
後

四
時

会

場

京

都

大

学

附

属

図
書

館

展

示

ホ

ー

ル

(三
階
)



御

挨

拶

こ

の
た

び

「
京
都

大
学

附

属
図
書

館

所

蔵
重

要

文
化

財
指

定

図
書

展

」
を

開
催

す

る

に
当

り
御

挨

拶
申

し
上

げ

ま

す
。

附
属

図

書
館

の
蔵

書

は
、
現
在

、
五
十

二
万
冊
を
超

え
て

い
ま
す
が

、

こ
れ
ら

の
中

に
は
、

和

・
漢

・
洋

の
貴

重

図
書

が
多

く

、
文

化
財

保
護

法

(昭

和

二
十
六
年
法
律

第

二

一
四
号
)
に
基
づ
き

、
文
化

財
保

護

委

員
会

が

「
重

要
文

化
財

」

に
指

定

し

た

も

の
が

三
十

七
種

一
六
八

冊
を
数

え
ま

す
。

こ
の
よ

う
な
貴

重

な

図
書

は
、

学
術

研
究

上

の
重
要

な
資

料

で
あ

り
、
文

化
財

保
護

の
見
地

か

ら
も

そ

の
保

存

並

び

に
取

扱

い
に
格

別

の
配
慮

が

必
要

で
あ

る

た

め
、

平
素

は
、

研
究

の
用

に
供

す

る

ほ
か

は
、
貴
重

書

庫

に
収

納

し
、
大

切

に
保

存

し

て

い
る
も

の
で
あ

り
ま

す
が

、

「
教
育

・
文
化

週
間

」

(
昭

和

三
十

四
年

閣
議

了
解

)

の
趣

旨

に
添

い
、

特

に

「
重

要

文

化
財

指
定

図

書

」
を

学
内

・
学

外

に
広

く

公
開

し
、

重

要
文

化
財

に
対

す

る
理
解

と

関
心

を

深
め

て

い
た

だ
く

こ
と

に

い
た

し
ま

し
た
。

な

お
、

こ

の
機
会

に
、
あ

わ

せ

て
明
治

維
新

関
係

の
資
料

の

一
部

を

展
観

い
た

し
ま

す
。

以
上

の
趣

旨
を

御

理
解

い
た

だ
き
ま

し

て
、

御
高

覧

く

だ
さ

い
ま
す

よ

う
お
願

い
い
た

し
ま

す
。

昭

和

五

十
九
年

十

一
月

五

日

京
都
大
学
附
属
図
書
館
長

西

原

宏



京
都

大

学
附

属

図

書

館

所

蔵

重

要

文

化

財

指

定

図

書

目

録

一
、
紙

本
墨

書

萬
葉

集

巻

十
六

(
尼
崎
本

)

一
帖

縦

八
寸

四
分

横

四
寸

七
分

大

和
綴

紙

数

三
十

八
枚

(
表
紙

共

)

料

紙
鳥

子
紙

両

面

に
雲
母
を

撒
く

一
面

七
行

朱

書

の
校
合

及
び

訓
点

あ

り

平
安

末

期
筆

写

本

書

の
出

所

に

つ
い
て
は
岡

山
県
倉

敷

の
某

家

と

伝

え

ら
れ

る

の
み

で
、
伝

来

の
詳
細

は
不

明

で
あ

る
。
従
来

「
尼
崎

切

」

と
呼

ば

れ

る
も

の
と
用

紙

、
書

式

と
も

同

じ

で
あ

る

こ
と

か
ら
、

尼
崎

本

万
葉

集

と

称
せ

ら

れ
た

の
で
あ

る
。

し

か
し

、
従

来

の
尼
崎

切

は
巻

十

二
の
断
簡

の
み
が

世

に
知

ら
れ

、
筆

者

を
俊

頼

と
伝

え

て

い
る
が

、
本

書

は
筆

者

を

異

に

し

て

い
る
。

本
書

は
巻

十

六

の
零

本

で
あ

る
が

、

こ

の
巻

は
仙

覚
本

以
外

の
系
統

の
古

写
本

が
全

く
知

ら
れ

て

い
な

い
た

め

に
、

万
葉

集

校
勘

上
極

め

て
意
義

深

い
も

の
が

あ

る
。

昭

和

六
年

に
発

見

さ
れ

て
本

学

の
所

蔵

と
な

り
、
学

界

に

喧
伝

さ

れ
、

昭

和

七

年

十

一
月
貴

重
図

書
影

本
刊

行

会

に
よ

っ
て
複
製

刊

行

さ

れ
た
。

奥
書

は
な

く
、

筆
者

、
時

代

共

に

不

明

で
あ

る
が

、
巻

十

六

の
古

写
本

と

し

て
は
最

古

の
も

の
で
あ

る
。
書

写
年
代

は
料
紙

お
よ

び
筆

蹟

か

ら
平
安
末

期

の
も

の
と
推

定
さ

れ

て
い
る
。

昭
和
十

七
年
六
月

二
十
六

日
文
部

省
告

示
第

五

一
九
号
を
も

っ
て
国
宝

に
指
定
さ
れ

て

い
た
が
、
昭
和

二
十

五
年

五
月

三
十

日

に
制

定

さ
れ

た

文
化
財

保
護

法

に
よ

っ
て
、

国
宝

の
分
類

よ
り
除

か
れ
、

同
年

八
月

二
十

九

日
重

要
文

化
財

に
指
定
さ

れ
た
。

二
、

紙
本
墨

書

古
今

集

注

二
十
巻

(
巻

第

十

八
以

下
欠

)

藤

原
教

長

撰

仁

治

二
年

(
一
二
四

一
)
伝

二
条

師
忠

筆

胡

蝶
装

二
帖

本
書

は
藤
原
顕

昭
の
古
今
集
序

お
よ
び
古
今
集

注
に
引
用
さ
れ

て

い
る
の
み

で
、
永

ら
く
侠

書

と
信

じ
ら
れ

て
い
た
が
、
大

正

1



二
年

に
発

見
さ

れ

て
本
学

の
所
蔵

と

な

り
、
吉

沢
義

則
博

士

に
よ

っ
て
学

界

に
紹

介

さ

れ
、
貴

重

図
書

影
本

刊
行

会

等

の
影

印

に
よ

っ
て
、

本
書

の
複
製

を

見

る

に

い
た

っ
た
。

上

帖

に

「
治
承

元
年

九
月

十

二
日
謁
教

長

入
道
親

受

訓
説

詑
仁

治

二
年

卯

月
廿

六

日
写
詑

」

の
奥

書
が

あ

る
。

し
か

し
、

こ
の
仁

治

二
年

(
一
二
四

一
)

は
本

書

が
書

写

さ

れ
た
年

で
あ

り
、

ま

た

こ

の
識

語

に
よ

っ
て
、
本

書
が

教

長

の
自
稿

で

は

な
く

、

原
本

に
遅

れ

る

こ
と

六

十
年

後

の
三
度

目

の
写
本

で
あ

る

こ
と
が

わ

か
る
。

ま

た
、
下
帖

の
「
此
造

紙
者

安

楽

園
御
筆

也

、
而
不
被

書

終

欺

、
此

本
若

自
御

室

辺
出

欺

、
有

所
持

之
仁

者

、

尋
之

可
書

継

哉

、

和
歌

浦

末
葉

(
花

押

)
」

と

あ

る
奥

書

に
よ

っ
て
、

本
書

が

早
く

か
ら
零

本

で
あ

っ
た

こ
と
が

推
察

さ

れ

る
が

、
安

楽

園
が

何

人

で
あ

る

か

は

判

明

し
な

い
。
筆

者

を

二
条

師

忠

(
一
二
五

四

～

=

二
四

一
)

と

す

る

説

も

あ

る

が

確

証

は

な

い
。

本

書

は
異

体

仮

名

を

交

え

た

片

仮

名

書

で
、

藤

原

清
輔

の

「
奥

儀

抄
」

と

共

に
、
最

も
古

い
古
今

集

の
注

釈
書

で
あ

る
。

歌
学

史

、
国

語
学

史

の
研
究

に

は
も

ち

ろ
ん
、

仮
名

沿
革

史

の
考

究

に
も
極

め

て
有

益

な
参

考

資
料

で
あ

る
。
殊

に
本

書

が

花
園
左

大

臣

家

の
貫
之

自
筆

と

伝

え

ら
れ

る
古
今

集

を
底

本

と

し

て
校
合

せ

ら
れ

た
も

の

で
あ

る

こ
と
は
注

目

に
値

す

る
。藤

原
教

長

(
生
没

年

不
詳

)
は
関

白
頼

通

の
曾
孫

に
当

り

、

父

は
大

納

言
忠

教

で
あ

る
。

平
安

朝

末
期

の
著

名

な
歌

人

で

あ

り
、
ま

た
歌

学
者

と
し

て
も
有

名

で
あ

る
。
崇

徳

天
皇

の
寵

を
受

け
正

三
位
参

議
左

京

大

夫

に
累

進

し
た
が

、

保

元

の
乱

に
禍

さ

れ

て
、
保

元

元
年

二

一
五
六

)
常

陸

国
浮
嶋

に
流

さ

れ
、

二
条

天
皇

の
応

保

二
年

(
一

一
六

六

)
都

に
石
還

さ

れ

た
が
、

そ

の
後
高

野
山

に
隠
棲

し

て
法

名

を
親

蓮

と
称

し
、

こ

こ
で

そ

の
数

奇

な
生

涯
を

閉

じ
た
。

昭
和
十
七
年

六
月

二
十
六

日
文
部

省
告

示
第

五

一
九
号
を
も

っ
て
国
宝

に
指
定

さ
れ
て

い
た
が
、
昭
和

二
十
五
年

五
月
三
十

日

に
制
定

さ

れ

た
文
化

財

保
護

法

に
よ

っ
て
国
宝

の
分
類

よ

り
除

か
れ
、

同
年

八
月

二
十

九

日
重

要
文
化

財

に
指

定

さ

れ
た

。

一2一



三
、
清

原
家

家

学
書

三
十

四
種

紙
本

一

一
四
冊

巻

子

本

二
巻

↑

紙

本

墨
書

御

注
孝

経

残
巻

紙
背

建

保

五
年

、
承

久

三
年

文

書
等

巻

子
本

一
巻

に

〃

古

文
孝

経

延
文

元
年

十

月

二
十

三

日

教
氏

伝

授
奥

書

巻

子
本

一
巻

に

〃

易

学
啓

蒙
抄

上

下

宣

賢
筆

題
籏

外

題

宣

賢
筆

二
冊

四

〃

易

学
啓
蒙

通
釈

上

下

上

巻

宣

賢
筆

朱

墨
点

二
冊

固

〃

易

学
啓
蒙

通
釈

口
義

上

ノ
ニ

宣

賢
筆

朱

訓
点

一
冊

休

〃

命
期

秘
伝

宣

賢
筆

一
冊

比

〃

尚
書

聴
塵

宣

賢

筆

朱

点

朱
鈎

点

墨

書

頭
注

五

冊

休

〃

毛

詩

(
清

家

証
本

)

(
宣
賢

本

の
写
本

)

第

}
冊

慶

長

二
年

書

写
奥

書

朱

墨
訓

点

九
冊

因

〃

左
伝
聴

塵

宣

賢
筆

巻

第

二
十

九

第

三
十
抄

出

加

点
奥

書

朱

訓
点

題
答
杁

第

四
冊

の
み

十

二
冊

任

〃

大

学

宣

賢
筆

永

正

十

】
年

十

月

書

写
並

に
大

永

天
文
年

間

講
義

奥

書

朱
書

訓
点

注

双
行

一
冊

…口

〃

論

語

良

枝

筆

天
文

十
九
年

四
月

枝

賢

奥

書

墨

訓

二
冊

…口

〃

論
語

(清

家

証
本

)

枝

賢
筆

第

一
冊

天

正

四
年

六

月

枝

賢

奥

書

第

二
冊

天
正

八
年

二
月

業

賢
奥

書

外

題

円
珠

経

朱

訓
点

墨
訓

二
冊

白

〃

論
語

義
疏

巻

第

二
第

四
第

五
第

六
第

七
第

八

朱

・
墨

訓
点

3



注

双
行

巻

第

八
奥

清

原
良

兼

朱

花
押

六

冊

由

紙

本

墨
書

孝
経

抄

業

賢
筆

大

永

八
年

八
月

書

写
奥
書

外
題

題
答
杁
(枝

賢
筆

)

朱

訓

点

墨

訓

頭

注

一
冊

由

〃

史
記

抄

一
部

宣

賢
、

業
賢

筆

外

題

題
簸

(
宣

賢
筆

)

朱
訓

点

二
十

冊

出
ハ

〃

漢
書

抄

一
部

宣

賢
、

業
賢

筆

朱

点

墨
訓

外

題

題
答
杁
(宣

賢
筆

)

(

「
漢

書
列

伝

」
自

八

至
十

五

を
除

く

)

六
冊

由

〃

標
題

補

注
蒙

求

業

賢
筆

各

冊

享
禄

、

天
文
年

間
宣

賢

、
業

賢

講
義

奥

書

朱

訓
点

墨

訓

欄

外

頭
注

(
宣

賢
加

注

)

三
冊

園

〃

六
鞘

業

賢
、

宣

賢
筆

外

題

題
箒

(宣

賢
筆

)

朱

墨

訓
点

欄

外

頭
注

(
宣

賢
加

注

)

一
冊

由

〃

六
輔

秘

抄

宣

賢
筆

外
題

題
答
M
(宣

賢
筆

)

朱
訓

点

墨

訓

二
冊

国

〃

司
馬
法

宣

賢
筆

外
題

題
答
杁
(
国
賢

筆

)

朱
点

墨
訓

]
冊

日

〃

三
略
秘

抄

宣

賢
筆

天
文

三
年

抄

同

五
年
譜

義

奥

書

外

題

題
答
杁
(
宣

賢
筆

)

朱

訓

点

墨

訓

欄
外

頭

注

一
冊

目

〃

三
略
抄

第

一
冊

国
賢

筆

第

二
冊

以
下

助
筆

天

正

四
年

十

三
年
奥

書

外

題

題
籏

(
国
賢
筆

)

朱

点

六
冊

国

〃

三
略
講

義

自

巻

三
十

一
至
巻

三
十

三

内

一
部
宣

賢
筆

朱

訓
点

一
冊

園

〃

孝

子
伝

枝

賢
筆

天

正

七
年

正
月

書

写
奥
書

題
籏

(国

賢
筆

)

墨

訓

一
冊

4



冒

紙

本

墨
書

長
恨

歌

井

琵

琶
行
秘

抄

宣

賢
筆

天
文

二
年

八
月
講

義

奥

書

題
箒

(
国

賢
筆

)

朱

訓
点

↓
冊

畠
ハ

〃

拾
芥

抄

上
中

下

上
巻

枝

賢

国

賢

宣

賢
筆

天

正
九

年
国

賢
奥

書

中
巻

業

賢
筆

永

正

七
年

書

写
奥

書

下
巻

国
賢

筆

三
冊

君

〃

年
中
行

事

宣

賢

筆

宣

賢
加

点

奥

書

題
箒

(
宣

賢
筆

)

墨
訓

朱
書

込

一
冊

尉

〃

新
古

今
注

宣

賢

筆

題

箏

宣

賢
筆

朱

句

点

一
冊

屍

〃

塵
芥

宣

賢
筆

朱

符
号

二
冊

嗣

〃

聚
分

韻
略

(
先

到

厳

)

宣

賢
筆
・

題

誇

(
国
賢
筆

)

朱

符
点

巻

尾

国
賢

朱

符
点

]
冊

日

〃

宣

賢
卿
字

書

宣

賢
筆

朱

符
点

一
冊

目

〃

中

庸

朱

嘉
章

句

弘
和

二
年

栄

山
寺

行
宮

二
於

テ
隠
士

禅

恵
書

写

ノ
奥

書

朱

点

朱

訓

墨
点

一
冊

圏

〃

周

礼
疏

(
単

疏
本

)

外

題

業

賢

筆

十

五
冊

国

〃

孝
経

述
義

巻

一
、

二
巻

一
見
返

明
応

六
年

ノ
記

朱

訓

点

墨
訓

外

題

業

賢

筆

二
冊

清

原

家

は
菅

家

と

と

も

に

わ

が

国

儒

家

の

双

壁

で

あ

り

、

夏

野

・
頼

業

等

そ

の

一
門

か

ら
多

く

の
学

者

・
文

人

を

輩

出

し

て
学

界

に
輝

し

い
足

跡

を

残

し

て

い

る

。

宣

賢

、

業

忠

、

国

賢

等

は

碩

学

の
誉

高

く

、

特

に
宣

賢

は
室

町

時

代

の

代

表

的

経

学

者

と

し

て

知

ら

れ

て

い

る

。
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清

原
家

家
学
書

三
十

四
種

に

は
宣

賢
自
筆

の

「
尚

書

聴

塵
」

、
永

正

、
大

永

、

天
文
年

間
宣

賢
自

筆

の

「
大

学

」
、
清

家

累
代

の
家

訓

と
し

て
伝

え

ら
れ

た
延

文

元
年

(
=

二
五
六

)

十
月
教

氏
伝

授

の
奥

書

の
あ

る

「
古

文
孝

経

」
等

、
宣

賢

の
進

講

本
を

は
じ

め
と

し

て
、
国

賢
等

の
自
筆

の
訓

点

訓
注

が

収

め
ら

れ
、

ま

た
清
家

一
門

の
講

説
、

あ

る

い
は
書

入
れ
等

の
南

北

朝

よ

り
室

町
に

い
た

る
貴
重

な
原

本
が

集
大

成

さ

れ
、

こ
れ

に
よ

っ
て
清

家
学

の
本
質

と
そ

の
価
値

を

最
も

的

確

に
把

握

す
る

こ
と
が

出
来

る
。

ま

た

こ

の
蒐
書

は
我
国

の
儒
学

発
達

史

の
研
究

に
貴

重

な
資

料
を

提

供
す

る
ば

か

り

で
な
く

現
在

に

於

て
も

経

書

の
韻
学

訓
詰

学

等

の
考
究

に
は
看

過

す

る

こ
と

の
出

来
な

い
極

め

て
有

力

な
参

考
資

料

で
あ

る
。

清

原
家

家
学

の
大

成
者

で
あ

る
清

原
宣

賢

は
、

文
明

七
年

(
一
四

七
五

)
吉

田

(
卜
部

)
兼

倶

の
第

三
子

と

し

て
京

都

に

生

ま

れ
、

明
経

博

士
宗

賢

の
猶

子
と

な

り
、

そ

の
学
統

を

継
承

し
た
。

和
漢

の
学

に
通

じ
、

主
水

正

、
大

炊

頭
を

歴
任

し

て

少

納

言
侍

従

に
進

み
、
後

柏

原

、
後
奈

良

両
帝

の
侍

読

を
拝

し
た

。
天

文
年

間
越

前

一
乗

谷
に
招

か
れ

て
、
孟

子

、

日
本
書

紀

等
を

講

じ
、

天
文

十

九
年

(
一
五
五
〇

)
そ

の
地

の
朝
倉

氏

の
許

で
客

死

し
た
。

行
年

七
六
才

、
法

名

は
宗

尤

、

号
を

環

翠

軒

と
称

し
た
。

こ
の
家
学

書

は

昭
和

二
十

七
年

七
月

十

九

日
文
化

財
保

護

法

に
よ

っ
て
重

要
文

化
財

に
指
定

さ
れ

た
が

、

こ

の
う

ち

「
孝

経
述

義

(
清

家

累
代
家

訓

)
」

「
周

礼
疏

単
疏

本

」

「
中

庸

」

の
三
種

は
旧
国
宝

で
あ
り
、

ま
た

「
周
礼
疏

単

疏
本

」
を
除

く
他

の
二
書

は
、

こ
れ

に
先
立

ち

昭
和

二
十

五
年

八
月

二
十

九

日
重

要
文

化
財

に
指

定

さ

れ

て

い
る
。

一6

四
、
紙
本
墨
書

兵

範

記

平
信
範
自
筆
本
十
九
巻

古
写
本
六
巻

二
十
五
巻

附

新
写
本

二
十
四
巻

年

次

縦

全

長

↓

長
承
元
年
秋
冬

九
寸

五
分

四
十
五
尺
五
寸

自
筆
本



〕目

保
延
七
年

二
月
三
月

日

仁
平

二
年
正
月
二
月

四

同

三
月

国

同

夏

休

同

秋

囮

同

冬

周

仁
平
三
年
春
夏

仇

同

秋
冬

田

仁
平
四
年
春

白

同

夏

自

同

夏

白

同

秋
冬

由

久
寿

二
年
春
夏

由

同

秋

炭

同

冬

噌

久
寿
三
年
春

園

同

夏

園

保
元
元
年
冬

国

保
元
二
年

八
月

九

寸

五
分

十

二
尺

八
寸

七
分

九

寸

六
分

八
十

五

尺
六
寸

三
分

九
寸

四
分

七
十

九
尺

一
寸

五
分

九
寸

六

分

三
十

九
尺

八
寸

八
分

九
寸

七
分

七
十
六

尺

九
寸

九
寸

五
分

五
十

尺
五
分

九
寸

七
分

七
十

九
尺

七
寸

七
分

九
寸

八
分

七
十

尺
五
分

九
寸

七
分

五
十
九

尺

四
寸

五
分

一
尺

七
分

二
十

七
尺

二
寸

一
分

九
寸

八
分

三
十
九

尺

一
寸

六
分

九
寸

六
分

七
十

三
尺

八
寸

九
寸

四
分

八
十

八
尺

九
寸

五
分

九
寸

五
分

百

二
十

四
尺

五
寸

二
分

九
寸

六
分

百

十

七
尺
六

寸

九
寸

九
分

五

十
八

尺

五
分

九
寸

八
分

四
十
八

尺

三
寸

九
寸

六
分

五

十
尺

三
分

一
尺

七
分

五

尺

一
寸

古
写
本

自
筆
本

同

右

同

右

同

右

同

右

同

右

同

右

同

右

同

右

新
写
本

自
筆
本

同

右

同

右

同

右

同

右

同

右

同

右

新
写
本

7



日

保
元

二
年
九
月

目

同

右

目

同

冬

園

同

右

園

仁
安

二
年
正
月

民

同

右

旧

同

三
月

肉

同

夏

昴

同

七
月
閏
七
月
八
月

昂

同

秋

目

仁
安

三
年

正
月

目

同

二
月

昌

同

右

囲

同

三
月

園

同

夏

員

同

七
月

唇

同

八
月

目

同

九
月

尻

同

+
月

九

寸

六
分

二
十

三
尺

四
寸

一
尺

七
分

十
八

尺

七
寸

五
分

九
寸

四
分

百

二
十

五
尺

七
寸

二
分

一
尺
七
分

百

三
十

尺
六

寸

四
分

九
寸

五
分

六
九

尺

八
寸

一
分

一
尺

七
分

七
十

三
尺

一
尺
七
分

四
十

三
尺

三
寸

一
分

一
尺
七
分

九
十

八

尺

四
寸

八
分

九
寸

十

八
尺

五
寸

一
尺

七
分

百

十

三
尺

七
寸

四
分

九
寸

二
分

四

十

七
尺
九

寸

四
分

九
寸

六
分

六

十

一
尺

八
寸

五
分

一
尺
七
分

六

十

五
尺

四
寸

七
分

一
尺

七
分

六

十

五
尺

四
寸

一
尺

七
分

百

十

一
尺
六

寸

三
分

一
尺

七
分

四
十

三
尺

七
寸

五
分

一
尺

七
分

八

十

三
尺

七
寸

三
分

一
尺

七
分

七

十

二
尺

七
寸

一
尺

七
分

六

十

四
尺

二
寸

新
写
本

同

右

古
写
本

新
写
本

古
写
本

新
写
本

同

右

同

右

同

右

同

右

自
筆
本

古
写
本

新
写
本

同

右

新
写
本

同

右

同

右

同

右

同

右

8



隅

仁
安

三
年
十

一
月

潤

同

+
二
月

昌

仁
安

四
年

正
月

昌

嘉
応
元
年

五
月
六
月

囲

同

八
月
九
月

闘

同

右

輿

同

+
月

閣

同

右

閃

同

+

一
月

開

承
安
元
年
十

一
月
十

二
月

一
尺
七
分

九

十

五
尺

三
寸

六
分

一
尺
七
分

百

二
十

三
尺
六
寸

八
分

一
尺

七
分

六
十

五

尺

八
寸

一
尺

七
分

七
十

四
尺

一
寸

四
分

九

寸

七
分

九

十

三

尺

四
寸

六

分

一
尺

七
分

九

十

五
尺

一
寸

九

分

九
寸

七
分

四
十

尺
六

寸

四
分

一
尺

七
分

五
十

八
尺

一
寸

六
分

一
尺

七
分

三
十

四
尺

三
寸

五
分

九
寸

七
分

四
十

四
尺

七
寸

九
分

新
写
本

同

右

同

右

同

右

古
写
本

新
写
本

古
写
本

新
写
本

同

右

自
筆
本

紙

本
墨

書

紙

背
文
書

あ

り

平

安
時

代

兵
範

記

は
兵
部

卿

平
信

範

の

日
記

で
あ

り
、

人
車

記

そ

の
他

の
異

称
が

あ

る
。

兵
範

記

の
称

は
官

名

と
実

名

の
各

々

一
字

を

組
合

せ

た
も

の
で
あ

り
、

ま
た

人
車

記

の
称

は
信

範

の

二
字

の
各

々
の
偏
を

連

記

し
た
も

の
で
あ

る
。

日
記
は
崇
徳

天
皇

の
長

承

元
年

(
一

=

二
三
)

か
ら
高

倉

天
皇

の
承
安

元
年

(
一

一
七

一
)
に

至

る
約

四
十
年

間

に
わ

た

る
長
期

の
も

の

で
あ

る
。

そ

の
間
欠

く

と

こ
ろ
も

少

く

な

い
が
、

平
安

末

期

の
変

転
す

る
情

勢

が
遺

憾

な
く

活

写
さ

れ

て
い

る
。

日
記

は
朝

政

、
朝

儀

に
詳

し
く

、
仏
事

供

養
等

の
宗

教
的

行
事

に
関
す

る
記
事

も
豊

富

で
あ

る
。
特

に
、
従

来

「
保

元

物

語
」

に
よ

っ
て
誤
伝

さ

れ

て

い
た
保

元

の
乱

の
史
実

が

こ
れ

に
よ

っ
て
訂

正
さ

れ
る
等

、
も

っ
と
も

信

拠

す

べ
き
資

料
を

[9



日
記

は
故

紙

に
記

さ

れ
た
も

の
が

多

く
、

そ

の
裏

文
書

に

は
当

時

の
名

家

の
書

状
が

多

量

に
存

在

し

て

い
る

。

こ
の
時

代

の
書
状

が

こ
の
よ
う

に

ま
と

ま

っ
て
現
存

す

る

こ
と

は
き

わ

め

て
珍

ら

し
く

、

こ
の
紙

背

文
書

も
、

ま

た
平

安
末

期

の
世
相

を

う

か
が

う

こ
と

の

で
き

る
貴

重

な
資

料

で
あ

る
。
従

来

、
世

に
伝

え

ら

れ

て
き

た
兵
範

記

の
多

く

は
、

文
字

の
欠

落

や
誤

字

の
多

い
転
写
本

で
あ

る
が

、

こ
の
自

筆
本

の
出

現

に
よ

っ
て
、

こ
れ

ら

の
障
害

が

除

か
れ

る
等

、

兵
範

記

が

歴
史

研
究

者

に
寄
与

す

る
史

料
的

価
値

は
極

め

て
大

き

い
。

昭
和

三
十

一
年

六

月

二
十

八

日
文
化

財
保

護
法

に
よ

っ
て
重

要
文
化

財

に
指

定

さ

れ

た
。

01

(
本
文

中

、
各

図
書

の
寸

法
表

示
は

「
重

要
文
化
財

指
定

書
」

「
同
附
書

」
記
載

の
と

お
り
と

し
た
。
)
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昭和59年 以後 に指定 された重要文化財 図書 リス ト

雑誌 ・特殊資料掛

38.範 国記(昭 和61年3月29日 指定)巻 子1軸

平範国の長 元元年4月 よ り12月 に いたる間の未刊の 日記で 、平安後期 を研

究する上の貴 重な一資料である。

範国は恒武 平氏で あるが 、正盛 ・清盛等の伊勢平氏 とは異な り高棟王の子孫

で 、知信記 を残 した知信の祖 父 、兵範記 を残 した信範の曾祖父にあたる。範 国

の一族中 には この外 に も日記 を残 して いる者が多 く、彼の家は 「日記 の家」 と

呼ばれてお り、従 って 、この範 国記 は知信記 ・兵範記等 と一連の ものであ る。

この日記は原本 ではな く、曾孫信範 の書写 したもので ある。

39.知 信記(昭 和61年3月29日 指定)巻 子1軸

平知信 の天 承2年 正 月から3月 に至 る間の日記で 、範国記 と同様 に未刊で あ

る。筆跡 からいって範 国記 と同 じ く信範 の書写 したもの と考 えられ る。

40.今 昔物 語集(鈴 鹿本)(平 成7年6月15日 指定)→ 【励 ㌘ η

巻2、5、7、9、10、12、17、27、29全9冊

今昔物語集(全31巻)は 、我が国国文学史上最大 の説話文学 として知 られ 、

伝写本等 も数多 い。鈴鹿本 はほ とんどすべての伝写本の も とにな った祖本 とい

われている。写者やその場所 は不明で ある。


